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　県民の皆さまからのご意
見・ご提案をお聴きする「知
事にアクセス」を実施してお
ります。
　県政に関することでした
ら、どんなことでも結構です。
この用紙で皆さまの声をお寄
せください。
　お寄せいただいたご意見・
ご提案は、県政に反映させて
いきたいと考えております。
　皆さまからのお便りをお待
ちしております。

　　　　　栃木県知事
福田　富一

　いただいたご意見・ご提案に基づく業務の
改善や施策への反映などにつきましては、県
ホームページに公表しておりますので、ぜひ
ご覧ください。

　これまでに、知事宛てにいただいたご意見
等と県の取り組みの一例をご紹介します。

　運転免許自主返納を考えていますが返納
後の生活が不安です。どのような支援がある
のでしょうか。

　県では、各市町等が行っている自主返納者
支援事業を県ホームページに掲載するほか、
ガイドブックを作成し周知しています。ま
た、民間路線バス・市町生活交通の運行費補
助や、鉄道駅のバリアフリー化補助などを通
じて、免許返納された方をはじめ、誰もが安
心して移動できる交通手段の確保に取り組ん
でいます。
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※この用紙は「知事にアクセス」の専用封書です

◇問合せ　県広報課☎０２８-６２３-２１５８

宇都宮中央局
承 認

皆さまからのご意見等の紹介
料金受取人払郵便

栃木県知事

宇都宮市塙田
　　　1丁目1番20号

福 田 富 一 行

差出有効期間
令和2年 3月
27日まで
切手をはら
ずにお出し
ください

知事にアクセス 検索
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運転免許自主返納者への支援について

あなたの「声」を
お聴かせください

　まずは、幼い時に見た故郷の景色。周りは田畑山川、
人より野生動物の方が多いようなところだったけど、ボ
クサーを目指して上京した後も、心の中にはいつも｢ふ
るさと｣の風景があった。
　それと四季を彩る作物かな。いちごや柿、メロンだっ
てある。バナナ以外は何でもあるよね。

　世界遺産「日光の社寺」がある歴史ある県。これは世
界に向けて自慢できるところだよね。
　それと、のどかなところがいい。私は｢とかいなか｣っ
て呼んでいるけど､都会のようでどこか田舎の雰囲気
もある｡住んでいる人ものんびりしていて、栃木県の
そういう良さを醸し出しているよ。作物もたくさん取
れるし、県自体が豊かなのかな。

　東京にも近くて便利だし、食べ物もみんなうまい。栃
木県は今のままで十分素晴らしい県だよ。今の良さを
ずっと維持してほしい。
　最近は格闘技やる人も少ないけど､志ある若者がい
たら一肌脱いでもいいと思っているよ。私、教えるのう
まいんだから。栃木県から｢第二のガッツ石松｣を輩出
できたら最高だね。

とちぎ未来大使にインタビュー

とちぎだいすき！
　鹿沼市（旧粟野町）出身。中学校を
卒業後、プロボクサーを目指して上
京。昭和41年にプロテストに合格し、
昭和49年、三度目の世界挑戦でWBC
世界ライト級チャンピオンになる。
引退後はドラマやバラエティー番
組、テレビCMなどで活躍し人気を
博す。現在、県広報番組「満喫!とちぎ
日和｣にもナレーターとして出演中。

今回の語り手

� 今の栃木県について感じていること � これからの栃木県に期待すること

� ガッツ石松さんにとって栃木県とは？

ガッツ石松さん
　大嘗祭は、稲作農業を中心とした我が国の収穫儀礼

に根ざしたもので、天皇陛下が即位後、初めて、大嘗

宮で新穀を皇祖及び天
てん

神
じん

地
ち

祇
ぎ

にお供えし、みずからも

お召し上がりになり、国家・国民の安
あん

寧
ねい

と五穀豊穣等を

祈念される一世一度の重要な儀式と言われています。

　中心的儀式は「大嘗宮の儀」で、「悠
ゆ

紀
き

殿
でん

（主
す

基
き

殿
でん

）供饌
せん

の儀」が11月14日の夕方から夜にかけてと、15日の暁

前に各々行われました。

　続いて、16日の「大
だい

饗の儀」では、斎田から収穫した

新穀（新米）でつくった酒や料理を陛下と共に賜る機

会にも恵まれた。

　栃木県が開発した米のオリジナル品種「とちぎの星」

を供納する「大
おお

田
た

主
ぬし

」になられた石塚さん御夫婦と県

議会議長、高根沢町、ＪＡ等の関係者と共に、３日間に

及ぶ重要な儀式に臨み、栃木県にとっても歴史に残る

令和元年となった。

〜大
だい

嘗
じょう

祭
さい

に参列して（１）〜
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